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う
ぎ
ょ
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農
業
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員
会

の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
９
月
の
農
業
委
員
会
法
改
正

に
よ
り
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
農
業
委

員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　

大
き
く
変
わ
る
部
分
に
つ
い
て
３
点
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
の
公
職
選
挙
法

に
よ
る
選
出
方
法
は
廃
止
さ
れ
、
新
委
員

は
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

制
度
に
な
り
ま
す
。

　

市
長
は
任
命
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団
体
に
候
補
者

の
推
薦
を
求
め
、
公
募
も
行
い
ま
す
。
推

薦
と
公
募
の
結
果
は
公
表
が
義
務
付
け
ら

れ
、
市
長
は
こ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　

農
業
委
員
と
は
別
に
、
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
に
取
り
組
む
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
農

業
者
な
ど
か
ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
・
公
募
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
公
表
、
尊
重
し
ま
す
。
農
業

委
員
と
兼
職
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

７
月
25
日
、
手
づ
く
り
村
「
鯉
艸
郷
」

で
市
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
主
催
で
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
交
流
会
を
開
催
し
、
男
女
各

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
摘
み
取
り
体
験

後
に
広
い
園
内
を
利
用
し
て
男
女
混
合
の

４
チ
ー
ム
で
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
食
材

を
探
す
「
食
材
探
し
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

を
新
た
に
企
画
。
協
力
し
て
ク
イ
ズ
を
解

き
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
会
話
も
大
変
盛
り

上
が
り
、
成
立
カ
ッ
プ
ル
は
３
組
と
な
り

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
十
和
田
市
役
所
議
会
会
議

室
で
秋
田
県
大
仙
市
の
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
仙
市
は
平
成
17
年
３
月
に
大
曲
仙
北

地
域
の
８
市
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
市

で
あ
り
、
当
日
は
36
名
の
農
業
委
員
と
事

務
局
職
員
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
十
和
田
市
の
農
業

概
要
や
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
農
業
者
年
金
加
入
推
進
活
動
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
互
い
に
実
り
の
あ
る
視
察
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
、

北
海
道
の
札
幌
市
と
七な
な
え飯
町
に
て
、
本
市

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
視
察
研
修
に
、
農
業
委
員
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

国
内
農
業
視
察
研
修
報
告

秋
田
県
大
仙
市
視
察
受
け
入
れ

▲あいさつをする中野会長
（左）と秋田県大仙市から視察
に来た農業委員

※
当
市
で
は
経
過
措
置
に
よ
り
農
業
委
員

の
任
期
が
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で
と
な

る
こ
と
か
ら
、
新
法
の
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

事
務
手
続
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

交
流
会
第
３
弾

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
交
流
会
で

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
‼

交
流
会
第
４
弾

ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

12
月
19
日
に
開
催
決
定
‼

　

好
評
だ
っ
た
交
流
会
第
３
弾
に
引
き
続

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

を
素
敵
な
出
会
い
の
場
と
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

第
４
弾
は
現
代
美
術
館
の
観
覧
と
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く
素
敵
な
雰
囲
気
の

中
で
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。

素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
が
た
く
さ
ん
誕
生
す
る

と
い
い
で
す
ね
。
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
0
時
30
分
〜
５
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
本
店

　

３
階
集
合
（
正
午
受
付
開
始
）

対
象　

20
歳
以
上
で
独
身
の
か
た
（
男
性

　

は
十
和
田
市
内
農
家
の
後
継
者
）

内
容　

１
対
１
ト
ー
ク
、
マ
カ
ロ
ニ
を
使

　

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
作
り
、
ク

　

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
、
ハ
イ
ポ
ー
ズ
♥

　

in
官
庁
街
通
り
ゲ
ー
ム
、
現
代
美
術
館

　

内
観
覧
、
カ
フ
ェ
で
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、

　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ス
の
下
で
の
ド
キ
ド
キ

　

♥
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
な
ど

定
員　

男
女
各
15
人

参
加
費　

２
千
円

申
込
期
限　

12
月
11
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

　

市
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
（
市
農
業

　

委
員
会
事
務
局
内
）
☎
51
６
７
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
９
３
９
９

　

メ
ー
ル　

ｎ
ｏ
ｕ
ｉ
＠
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．
ｔ

　

ｏ
ｗ
ａ
ｄ
ａ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

農業委員 農地利用最適化
推進委員

市長 農業委員会

地域の農業者や農業団体

市議会

推薦・公募 推薦・公募

委嘱任命同意

農業委員、農地利用最適化推進委員の選任のイメージ

　

「
札
幌
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
玉

ね
ぎ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
落
花
生
・
さ
つ

ま
い
も
・
日
本
一
大
き
い
巨
大
キ
ャ
ベ
ツ

札
幌
大
球
・
白
玉
ネ
ギ
（
札
幌
黄
）
な
ど

の
試
験
ほ
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

「
札
幌
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

札
幌
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
都
市
型

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
７
年
４
月

に
札
幌
市
農
業
体
験
交
流
施
設
「
サ
ッ
ポ

ロ
さ
と
ら
ん
ど
」
内
に
開
設
さ
れ
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
供
給
を
狙
い
と
し

て
地
産
地
消
を
基
本
と
し
た
生
産
振
興
か

ら
、
流
通
、
消
費
拡
大
対
策
ま
で
一
体
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▲あいさつをする中野会長

▼ほ場見学の様子

▲ほ場風景

札
幌
市
で
の
視
察

七
飯
町
で
の
視
察

▲ＪＡ新はこだて七飯基幹支
店の職員から管内の概要説明
を受ける農業委員

　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
七
飯
基
幹
支
店
を
訪

れ
、
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

野
菜
栽
培
な
ど
に
係
る
意
見
交
換
で
は
、

管
内
の
農
家
か
ら
の
野
菜
集
積
割
合
は
約

９
割
で
、
５
月
の
連
休
後
か
ら
11
月
ま
で

は
休
み
な
く
受
け
入
れ
し
て
い
る
こ
と
、

出
荷
方
法
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
・
鉄
道
貨
物

輸
送
を
偏
る
こ
と
な
く
併
用
し
て
出
荷

ル
ー
ト
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
、
農
産
物

生
産
は
各
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
、
セ
ン

チ
ュ
ウ
に
対
し
て
農
薬
を
使
用
し
な
い
で

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
対
抗
植
物
）
を
土
に

す
き
込
む
こ
と
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
農
法
を

実
践
す
る
方
向
付
け
が
で
き
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
地
ほ
場
視
察
で
は
、
長
ネ
ギ
選
別
場

を
視
察
し
た
ほ
か
、
長
ネ
ギ
・
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
ほ
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
農
業
委
員
の
中
に
は
、
「
十
和
田

の
主
要
作
物
の
ニ
ン
ニ
ク
も
近
年
セ
ン

チ
ュ
ウ
被
害
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
、

一
度
輪
作
体
制
に
組
み
入
れ
て
上
手
く

い
っ
た
ら
近
隣
の
農
家
に
も
周
知
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

③
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
必

　

須
業
務
化

　

こ
れ
ま
で
、
農
地
利
用
の
確
保
、
農
地

の
効
率
利
用
の
事
務
に
つ
い
て
は
「
行
う

こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」
が
業
務
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。


